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要約 : 東京都内に存在する都立公園の駒沢オリンピック公園は +30. 昭和 -3年第 +2回東京オリンピック
大会終了後 総合運動公園として利用されている その管理は 当初から 東京都の建設局と教育庁が分掌
している 前者は 修景施設 サイクリングコス 遊戯施設などの公園施設を担い 施設工事と植栽工事
の計画 調査 設計及び施工 そして維持管理を 後者が 運動施設 体育施設 の施設整備ならびに維持
管理運営を担っている その後 運動施設の整備拡充と利用者の増加により 大規模かつ専門的な技術が要
求されるようになり +320 昭和 0+ 年から財団法人東京都生涯文化財団に管理委託された また 公園施
設についても 従前より公園事業を受託した東京都公園協会に +332 平成 +* 年から管理委託された 本研
究はこのように明確に二分化して 管理がされてきた公園の管理運営システムの特徴を明らかにすることを
目的とした 分析の結果 当公園の管理運営の特性としては 運動 スポツ と 公園地 に関わる ,つ
の専門分化における管理体制がなっているが 各の独立した管理運営のため 相互を活かした協働管理体
制にまでは展開していないこと 専門機関への管理委託により スポツ に特化したレクリエションあ
るいは運動に関する高度なサビスが提供されていること 公園地や公園施設 運動施設 を活かした収益
事業も生まれているが 経営事業へまでは展開していないことなどが明らかになった
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緒 言
わが国では 現在 国や地方自治体の財政難の中で公共
施設の管理についても 経費の縮減と効率的な運用が求め
られている そうした社会情勢の中で 公共的資産の一つ
である都市公園の管理運営業務についても これまで国ま
たは地方自治体の直営 もしくは公共的な団体に限られて
いたが さまざまな行政改革の中で 民間団体の参画も可
能になり いわば公共施設管理への民間的な理念での管理
運営が求められるようになってきた そして 都市公園の
管理運営は 植物管理 施設管理 清掃管理などの 維持
管理 や 利用者サビスなどの他 近年では市民との協
働事業なども含めた 運営管理 に関する業務もその一環
となっている
すなわち 公園の管理主体がこれまでは公的な機関に限
られていたが 民的な機関による公園管理を実施すること
も可能として より質の高い公園を住民に提供しようとし
ている 筆者らは この公園の管理主体の違いによる管理
運営の差異に着目し 東京都市計画公園である明治神宮外
苑を取り上げて 民的な機関による管理運営の実態とシス
テムを分析した結果 開園当初から経営的な姿勢が明確
で 常に管理の質の向上に努め 高質な利用者サビスの
継続や 直営管理による収益事業の展開 そして民間事業
者への外部委託管理を効率的に導入していることを明らか
にしている
そこで 本研究では 管理主体が公的な機関である公園
の管理運営の実態とシステムの特性を明らかにするため
に 東京都立公園の駒沢オリンピック公園を研究対象とし
た 特にこの公園は 一つの公園として整備された運動施
設管理とその他の公園施設及び園地の管理が 長い期間に
わたって二分化して管理運営されてきたことにおいても特
徴的な管理体制となっている
駒沢オリンピック公園は +30. 昭和 -3年の第 +2回東
京オリンピック大会の会場として利用された後 総合運動
公園として広く一般に利用されているが 現在 運動施設
体育施設は財団法人東京都生涯学習文化財団に管理委
託され それ以外の公園施設は財団法人東京都公園協会に
管理委託されている+
そこで 本研究では 明確に二分化された管理運営体制
の中で実行されてきた管理運営システムの特性を明らかに
することにより 効率的な管理運営システムが叫ばれてい
る今後の管理運営体制の構築における示唆を得ることを目
的としている
*
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+ 研究の課題と方法
前述したように 駒沢オリンピック公園開設は 当初か
ら 運動施設管理とその他の公園施設及び園地の管理は二
分化して管理運営されてきており 基本的には 東京都建
設局 以下 建設局と略す と東京都教育庁 以下 教育
庁と略す が分掌して 前者が 運動施設を除く 修景施
設 サイクリングコス 遊戯施設などの公園施設などの
計画 調査 設計及び施工 そして維持管理を 後者が
運動施設 体育施設 の施設整備ならびに維持管理を担っ
てきた 本研究では その管理運営システムの特徴を究明
するために 駒沢総合運動場として完成した +3.3 昭和
,. 年から ,**. 平成 +0 年までの //年間を対象として
関連行政資料から 管理運営体制に関わる事象の変遷を明
らかにする,次いで公園の利用サビス公園管理費に
視点おいて管理運営の実態を把握することにした これら
の結果をふまえて 管理主体が公的な機関である駒沢オリ
ンピック公園の管理運営システムの特性を考察した
, 研究対象の概要
 公園の概要
駒沢オリンピック公園は 東京都世田谷区に位置し
,**. 平成 +0 年現在 総面積約 .+haで 陸上競技場
.** m芝生フィルド約 ,-,***人収容 補助競技
場 体育館 フロア +,2**m,約 -,/**人収容 屋内球技
場 フロア +,0**m,約 ,,-**人収容 球技場 ,ケ所
硬式野球場 軟式野球場 ,面 テニスコト クレイ
コト 2面 屋外プル /*m 弓道場 1的 トレ
ニングルム等の体育施設のほか サイクリングコス
全長 ,,*20mジョギングコス 全長 ,,+.2m児童公
園 -ケ所 流れる池等の施設で構成されている-
+3/3 昭和 -. 年に第 +2回東京オリンピック大会の第
二会場として .0億円の工事費を費やして +30. 昭和
-3 年 1月竣工した 大会終了後 都内における広域的な
総合スポツ施設として体育スポツ及びレクリエ
ションの普及振興を図り 都民の心身の健全な発達に寄与
する 東京都体育施設条例第 +条ことを目的に整備され
+30. 昭和 -3年 +,月 +日に現在の名称である 駒沢オ
リンピック公園 と命名され 都市公園として開園して以
降 総合運動公園として 広く都民に親しまれている
 管理主体の概要
駒沢オリンピック公園の現在の管理運営体制は 前述し
たように 財東京都生涯学習文化財団 以下 生涯文化
財団 と略す と 財東京都公園協会 以下 公園協会
と略す へ管理運営が委託され 図 +のような管理区分と
なっている.
生涯文化財団は 体育施設の管理運営を主要事業として
東京都から公的施設の管理運営を受託している 駒沢オリ
ンピック公園総合運動場をはじめスポツ関連 0施設の施
設管理運営のほか 施設の利用貸出などの受託事業 さら
にスポツに関わる学習支援 体育振興 利用者サビス
などの事業を行なっている/
公園協会は その前身である東京公園協会が +3.2 昭
和 ,- 年に任意団体として発足し +3/. 昭和 ,3 年 財
団法人東京都公園協会として設立された 公園協会の主要
な事業は 東京都が所有する公園庭園霊園河川の一
部とその施設内の建物 各種施設の維持管理の受託事業
のほか 公園における売店やレストラン 駐車場などの経
営による収益事業 そして 公園や水辺 緑地保全の重要
性などの普及啓発ための公益事業を行っている0
- 管理運営体制の変遷
駒沢オリンピック公園は生涯文化財団と公園協会の ,つ
の組織によって管理運営されているが開園から現在までの
管理運営体制の変遷を明らかにするために管理運営に関わ
る事項を抽出した結果 次のような特徴が整理された
+3.3 昭和 ,. 年 東京都 庁議決定事項 案件第 ,-号
により 駒沢総合運動場に関わる整備予算が教育庁におい
て計上され 建設工事は建設局に執行委任し 完成後の管
理運営は教育庁所管となった +3/+ 昭和 ,0年 東京都
駒沢総合運動場設置条例	 +3/. 昭和 ,3年には 東京都
体育施設条例	 が施行され 運動場としての整備がすすめ
られた
+3// 昭和 -* 年に 東京都教育庁総務部施設課駒沢総
合運動場建設事務所は駒沢総合運動場に改称され 事業所
として発足したその後 +3/2 昭和 --年第 -回アジア競
技大会 +3/3 昭和 -. 年第 +.回国民体育大会の開催会場
として利用されたが 一般への公開はされていなかった
+30+ 昭和 -0 年 建設省 現国土交通省 告示によ
図 + 公園管理区分平面図
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り 都市計画駒沢公園事業が決定され +30. 昭和 -3 年
公園施設及び体育施設等を管理運営することを目的とし
て 東京体育館及び駒沢オリンピック公園総合運動場の管
理運営に関する条例が施行されたこれによりこれまで
東京都教育庁が管理主体であったが 都市公園を所管する
建設局と体育施設の利用を管轄する教育庁が共同管理する
管理体制に大きく転換することとなった1 具体には 東京
都駒沢オリンピック公園事務所が発足し 管理課 庶務係
経理係 管理係 管制塔係 公園課 施設係 植物係 体
育施設課 奉仕係 指導係 営繕係 が設けられた2
その後この管理組織体制は +32. 昭和 /3年まで継続
されることになるが この間の基本的な管理体制は 公園
管理に関わる部署 体育施設の管理に関わる部署 その他
管理事務全般に関わる部署の -つの組織体制が採られてい
た 当時の分掌事務資料によると それぞれの責務は 
公園管理に関わる部署においては 植物の維持管理 植物
係 施設の維持管理 施設係 に加えて 失業対策事業に
関すること 施設係 を担っている 体育施設の管理に
関わる部署においては 体育施設 競技施設 の維持管理
営繕係機械担当主査 に加えて 施設の利用承認に関す
ること 奉仕係 さらにスポツに関する相談や指導 ス
ポツに関する研究会や講習会 スポツに関する資料収
集や保存 指導係 を担っていた 管理事務全般に関わ
る部署では公園の土地建物施設の財産資産管理に関
わること 公園地の占用や設置許可に関することの他に
公園の利用 広報 イベント 催物 に関することや 体
育施設を含む公園内の取り締りや清掃に関すること 管理
係 を担っているという特徴がみられた また この期間
における管理組織体制として 職員の職能に着目してみて
みると 公園管理に関わる部署においては 造園技術	
農園芸	 土木技術	 等 体育施設の管理に関わる部署
においては 建築技術	 電気技術	 機械技術	 機械管
理	 等 それぞれ専門分化した技術者が配されている3
+32/ 昭和 0* 年 .月 駒沢オリンピック公園の管理運
営体制は 運動施設 体育施設 とその他の管理施設の管
理運営が明確に二分され それぞれが独立した二つの組織
体制により実行されることになった
東京都駒沢オリンピック公園総合運動場管理事務所が発
足し 教育庁の専管となった さらに翌 +320 昭和 0+ 年
には 財団法人東京都教育振興財団に管理運営が委託さ
れ 財東京都教育振興財団駒沢オリンピック公園総合
運動場	 として管理事務所が設置された +323 平成元
年 東京体育館及び駒沢オリンピック公園総合運動場の
管理運営に関する条例 は廃止され 東京都体育施設条
例 が施行される+*
なお 財団法人東京都教育振興財団は +322 昭和 0-
年に財団法人東京都埋蔵文化財センタとの合併により
財団法人東京都教育文化財団 さらに 財団法人都民カ
レッジとの合併により +333 平成 ++ 年 財団法人東京
都生涯学習文化財団となった++
一方 +32/ 昭和 0* 年 駒沢オリンピック公園総合運
動場管理事務所が教育庁に専管された際 園地の管理運営
は建設局の所管となり 駒沢オリンピック公園管理事務
所	 として東京都南部公園緑地事務所の下におかれ 運動
施設を除く駒沢オリンピック公園の管理運営 公園内の維
持管理 園内緑化計画及び緑量保全調査などを担うことと
なった+,
そして +332 平成 +* 年からは財団法人東京都公園協
会に公園の管理運営は業務委託され 東京都東部公園緑地
事務所の下に 駒沢オリンピック公園管理所	 として位置
づけられ 現在に至っている+-
以上のような管理運営に関わる特筆すべき事項から特記
事項を年表として整理すると表 +のようになり 駒沢オリ
ンピック公園の管理運営の時代的変遷をみると  +3.3
昭和 ,. 年から +30- 昭和 -2 年までの 教育庁管理時
代	 +30. 昭和 -3年から +32. 昭和 /3年までの 教
育庁と建設局共管時代	 そして +32/ 昭和 0* 年から
現在までの 教育庁建設局専管による管理委託時代	 に
大きく三期に区分され特徴つけられた
またこれらの大きく 一元的な公園管理体制	期と 二
元的な公園管理体制	 期の ,期に分けてみることができ
図 ,のように整理できる
表 + 管理組織体制に関する特記事項
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. 管理運営体制の現状
 生涯文化財団による管理
駒沢オリンピック公園総合運動場の管理組織体制は管理
係 サビス係 施設係で構成され 使用料等の徴収や広報
及び調査に関すること 管理係 運動施設設備や芝生
グラウンド等の維持管理や整備に関すること 施設係 器
具の貸出し 利用指導 施設情報の提供 スポツ体力相談
事業に関すること 利用状況の調査統計に関すること サ
ビス係 などが分掌された責務として実行されている+.
利用者サビスとしては 具体的には自主事業として
スクル クラブなどの形式によるジュニアサッカ
バドミントン バレボルなどの実技講習や講座を通し
て 子ども 親子 中高年に様な年齢層を対象としたプ
ログラムを実施したり バレボル バドミントンなど
の愛好者を対象とした交流ゲムを主催している また
受託事業として フェスティバルやスポツ相談等を実施
している なお ,**- 平成 +/ 年度の延参加者数は 前
者は +2,3-2人 後者は ,,,+-0人となっている+/
また管理費用をみると ,**. 平成 +0年の維持管理費
は .32,*./千円である 収入 予算 は施設利用料 +2-,*+*
千円利用者サビス事業収入 /,-1*千円売店カフェテ
リア使用料及び手数料は ,,.22千円となっている+0
 公園協会による管理
駒沢オリンピック公園は 公園協会東部支社の管理下と
して 駒沢オリンピック公園管理所が位置づけられ サイ
クリングコスの運営管理と維持管理 園地 植栽樹木
や児童公園などの維持管理 第二球技場などに設置された
花壇の維持管理を中心として担っている
管理費用をみると ,**- 平成 +/ 年度の公園維持管理
費は -,---,*2/円である+1 なお 公園整備費は -*,3*,千
円である+2 また 公園地の歳入をみると .-,23,千円で
あり 内訳は 公園地使用 +..千円 公園地占用 +.,323千
円 公園施設使用 ,2,1/3千円となっている+3
/ 管理運営の実態分析
これまで述べたように 駒沢オリンピック公園は 運動
施設 体育施設とその他の公園施設が ,つの異なる組織
によって管理運営されていること 言わば公園地と運動施
設の二元化した管理組織体制が公園管理体制の大きな特徴
である
そこで 現在は ,つの外郭団体に管理委託されている
が 東京都の行政組織の建設局系部署と教育局系部署が管
理主体となり 直営もしくは委託管理により管理運営がな
されていた +30. 昭和 -3 年+32. 昭和 /3 年間を対
象として 駒沢オリンピック公園の管理運営の実態を分析
することにより その特性を明らかにする
なお ここでは 研究の緒言でも述べたように 民間の
機関による都市公園の管理運営との差異にも着目して 利
用サビスの向上や経営的な管理運営という視点から
公園の利用 利用サビス	 と 公園管理費	 に関わる
実態について分析考察することにした
 公園利用にみる管理運営の実態
公園事業報告書の統計をもとに公園来園者数 体育施設
利用者数は除くの推移をみると図 -のようになった,*,/
この間は 来園者数の +31- 昭和 .2 年の ,21万人をピ
クに減少しており +32- 昭和 /2年には +0,万人まで減
少しており +,/万人以上の減となっているこうした著し
い来園者の減少傾向は 後に 公園協会と生涯文化財団へ
の管理委託へと移行された 一つの背景と推測される
ここで 個の体育施設の使用状況 施設稼動状況 と
して 利用可能日数に対する使用日数の割合の推移を示し
たのが図 .,0-+である個別施設にみると硬式野球場軟
式野球場 バレボル練習場 弓道場 水泳場は 稼働
率は比較的高いといえる 第一球技場 第二球技場は 稼
働率が低いといえるが 各施設とも使用率はほぼ 0*以
上となっており いずれも +313 昭和 /. 年以降は 稼働
率は高まっている
次に 施設の有効利用 あるいは利用者サビスとして
も位置づけられるスポツ教室の実施状況を分析してみ
たこれは一般都民への体育施設の貸出しのほか気軽に
スポツを楽しむ機会を提供するとともに スポツの知
識や技術の向上を目的としたもので 婦人バドミントン
婦人水泳親子水泳少年少女水泳少女バレボル少
年サッカ中学サッカバドミントン 以上会員制
婦人バレボル婦人体操フォクダンス 以上随時
参加制 などのスポツ教室が開催されている
これらスポツ教室の参加者数の推移 図 /-,-0をみる
と 僅かながら 増加傾向がみられ スポツ教室への関
心が高まっていったことも予想されるが 結果として教室
開催の効果として利用者増がある程度現れていると読み取
れる また教室の内容をみると 婦人を対象とした教室へ
の参加が多いことが特徴として読みとれる
その他の特徴としては サイクリングコスの活用によ
る利用促進が注目される まずは 中学生以下を対象とし
た自転車の無料貸出しであり +31+ 昭和 .0 年より実施
されたが 自転車人気も重なり 利用者数の増加が明瞭に
現れているまた幼児を対象としたコス設定 +31- 昭
図 , 管理主体からみた管理運営体制の変遷
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和 .2 年 やファミリ 親子 を対象としたコス設定
+31. 昭和 .3年によりサイクリングコスの総利用
者数は急増し この ,つのコス利用者は 全体のおおよ
そ半数を占めている 図 0-1.+
以上のような 一般の利用とともに 駒沢オリンピック
公園においては 占用利用が多いことも特徴の一つであ
る そこで 占用利用 一時占用 の状況を分析した 占
用利用の目的としては テレビ 映画 コマシャルなど
の各種撮影の場 あるいは集会などの会場としての一時占
用利用されること多く 年間利用件数の推移を分析すると
図 1.,.1となる 特に 写真や映画等の撮影にともなう占
用利用は 年間 -**件近くになっている これらの利用を
積極的に受け入れているとも読み取れる このことは 占
用使用料をともなうものであり 公園管理経費のための財
源 歳入 の一つとして評価できるものである さらに写
真 映画 テレビ コマシャル等を通して 駒沢オリン
ピック公園の間接的な広報に繋がることも期待される
 公園管理費にみる管理運営の実態
まず 公園管理運営に関わる費用面について分析を試み
た まず 建設局における公園管理費と公園整備費 及び
教育庁の体育施設管理費の推移をみると図 2のようにな
る.2/*公園管理費は僅かながら増加しているが体育施
設管理費と比べると 三分の一以下の管理費となってい
る また これらの費用の中で 陸上競技場のフィルド
やトラックの補修工事は 施設の水準維持のための定常的
主要工事となっている
次に 公園地または公園施設を有効利用した公園経営策
も求められている中で 公園における歳入の推移の分析を
試みたのが図 3である/+ 体育施設を管理している教育庁
の歳入の主たる費目は 各体育施設の使用料と売店使用料
である 年増加しているが 大部分は体育施設使用料で
あり 重要な管理財源とみられる
公園地を管理している建設局の歳入の主な費目は 写真
撮影 映画撮影 駐車による一時占用使用料 公衆電話 鉄
塔などの常時占用使用料 そして売店占用使用料で構成さ
れる それらの推移と構成比をみると図 +*となり/, 占用
使用料 一時占用を含むが歳入の /*以上を占めている
図 - 公園来園者数の推移 +31,年度+32-年度
図 / スポツ教室参加者数推移 +31,年度+32,年度
図 . 体育施設使用率の推移 +31,年度+32-年度
図 0 サイクリングコス利用者数の推移
+31+年間+31,年間 +31-年度+32-年度
図 1 一時占用利用件数の推移 +31,年度+32-年度
図 2 公園管理費公園整備費体育施設管理費の推移
+31,年度+32.年度
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ここで歳入の主要な項目となっている体育施設の使用料
と公園地における占用使用料の比較を試みた 図 ++/-
体育施設使用料は 明らかに占用使用料を大きく上回って
おり 有料制である体育施設の存在は 管理経費を考慮す
ると重要な要因の一つと考えられる
また 建設局と教育庁の両者に共通する歳入項目である
売店占用使用料の推移について比較分析してみた その結
果は図 +,であるが/. 建設局管轄売店については同額で
あるが 教育庁に管轄の売店には経年的変化がみられ 使
用者との占用契約形態の違いが推測される
また +31- 昭和 .2 年+32. 昭和 /3 年の間 失業
対策事業として 園路や植込地の清掃業務などの公園管理
業務が行われていた これは当時の社会的な状況が大きな
背景にあるものであるが 実働人数は少ないもののそれら
の 3*以上は世田谷区在住者であったことから//0* 公園
の管理運営が 社会問題解決の機会の一つともなることを
示しているといえる
結言公園管理運営システムの特性
駒沢オリンピック公園は 総合運動場として開設以来
建設系と教育系の性格を異にする管理組織によって公園管
理運営がなされてきた 本研究では 民間の機関による都
市公園の管理運営との差異に着目して 利用サビスの向
上や経営的な管理運営という視点から 公園の利用 利用
サビス と 公園管理費 に関わる管理実態を経年的に
捉えた分析をふまえて 公園の管理運営の特性を明らかに
した それらの結果から今後の効率的な都市公園の管理運
営体制の構築に向けた示唆として次のようなことが考察さ
れた
 時代的変遷をみると 教育庁管理時代 教育庁と建
設局の共管時代 そして教育庁建設局専管による管理委
託時代に大きく三期に区分された それらの組織は 時代
や社会のニズに応えるとともに 高度化した管理技術を
効率的に生かすように おおきく二つの型の管理体制を経
て 積層されつつ 進化してきたと考察される つまり
体育 運動から 運動及び公園さらに スポツ
文化生涯学習 と 公園 へと特化していったといえる
 駒沢オリンピック公園の管理組織体制は 公園建
設系の部局 建設局 と体育 スポツ レクリエショ
ン系の部局 教育庁 の大きく性格が異なる二つの組織体
によって管理運営されてきた このことは 一つは北米の
公園管理体制の典型である 公園レクリエション管
理 概念とも言える 公園地 と レクリエション が
一体となった運営管理体制の履歴をもっているわけで 先
見的な体制にあったといえる そして スポツ に特化
したレクリエションあるいは運動に関するサビスを当
初から専属化した管理体制の中で実行してきたといえる
 公園 と 運動 体育教育 が一体であった建設
局と教育庁との二元管理時代を対象に そうした体制によ
る管理運営の管理実態を分析した 公園内の体育施設の稼
働率をあげるとともに 利用者サビスの一環としてのス
ポツ教室等を積極的に開催し 教室参加者も増加してい
る一方で 公園の一般来園者数は減少の一途をたどってい
た しかし 運動 と 公園 という特徴ある ,つの専門
家集団が 組織的には一体でありながら 実態としては ,
図 3 教育庁 運動施設 における歳入の推移
+31/年度+32-年度
図 ++ 体育施設使用料と公園地占用料使用料の比較
+31/年度+32-年度
図 +, 売店使用料 教育庁と建設局 の推移
+31/年度+32-年度
図 +* 建設局における歳入の推移 +31/年度+32-年度
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つが独立しており まさに二元管理であり 相互を活かし
た協働管理には成っていなかったといえる
 他方では 運動 の専門家集団であることから 自
主的事業として 公園 すなわち運動公園の特色を活かす
ように スポツに関わる質の高いサビス スポツの
向上 さらには スポツ体力相談 トレニング指導
スポツ統計の収集などが 開園当初から実施されたこと
は評価され 管理者の専門性や職能を配慮した管理体制の
構築を示唆するものである
 また 公園管理費に関わる分析からは 運動施設の
使用料公園地一時占用使用料売店使用料等による歳入
さらには有料制の教室による歳入は 開園当初から大きな
比重を占めていた このことは公園の経営的な視点も求め
られている中で 公園地や公園施設 運動施設 を活かし
た財源捻出の可能性を充分に期待できる実績といえる
 さらに 公園創設以来 昭和 /*年代末までは 当時
の社会的状況に起因するものであるが 失業対策事業とし
て清掃を中心とした公園管理業務がなされていた このこ
とは今後の都市公園の管理運営は 維持管理や利用者サ
ビス等に止まることなく 地域貢献や社会貢献を含めた地
域マネジメントが問われており 今後の展開にむけて一
つの示唆を改めて与えるものである
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A Study on the Management System
of Komazawa Olympic Park
By
Yuhong LI*, Tadakazu KANEKO** and Toshitaro MINOMO**
(Received Novemer ,,, ,**//Accepted March +*, ,**0)
Summary : Tokyo Metropolitan Komazawa Olympic Park, constructed for the +3/3 (Showa -.) Tokyo
Olympic Games, since the completion of the games, has been utilized as a general sports ground.
Initially management of the grounds was divided between the Tokyo Construction Bureau and the
Tokyo O$ce of Education. The former of these bore the responsibility for landscaping facilities, the
cycling course, play equipment and such, while the latter took responsibility for planning mainte-
nance of the facilities and trees, assessment studies, general planning and construction, general
maintenance management of sports and recreation facilities, as well as infrastructural management.
After that initial period, it became obvious that there was a need to acquire specialized faculties in
order to e#ectively implement large-scale management such as the upgrading of sports facilities and
the promotion of public utilization of those facilities. To that end, from +320 (Showa 0+) the
management of the sports facility was outsourced to its incorporated portion, Tokyo Lifelong
learning and Culture Foundation. In addition the park facilities were in +332 (Heisei +*) subjected to
a management commission by the Tokyo Parks Association (which had at the time, previously
managed business a#airs of parks). In this way it became an example of public management of a high
quality sports facility and park that was clearly split in to two parts (sports facility and park) and
partially outsourced management. After that there will be an investigation of the various steps of the
management system and this may serve as reference for future development. Our investigation
showed the following : (+) The management times were divided into three periods by the time
changes. Those organizations evolved to make use of heightened management technology e#ectively.
(,) This management system was a foresight system, from the concept of “the park/recreation
management” that is a model of the North American park management system. (-) In the dual
management times, that two expert group with the characteristic of “sport” and “park” were not in a
mutual cooperating management. (.) High quality service for sports suggests construction of a
management system which considered specialty and professional ability of a manager by enforcement
at ﬁrst. (/) Concerned with park management costs, the revenue by fees for using exercise institution,
temporary occupancy revenue of park ground/the stand, the possibility of such management can be
expected. (0) The measure concerning the unemployed gave further suggestion for the future.
Key words : Komazawa Olympic Park, Park management system, Park management, city park
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